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（Ｄ）担当地区（Ｃ－１）は約 420 世帯，約 1150 名．65 歳以上の高齢者は 118 名．高齢者世帯は 33 世帯で 43 人うち独居老人が 12












































ルやグラウンドゴルフなどいろんなグループがある．高齢者クラブの名前を変えて，60 歳以上の 30 ～ 50 人のグループで散歩同好
会などいくつかある．クラブ同士で対抗試合をしたり，仲よしが集まった同好会があり，新まった教室よりもそういう形の方が我々
はエンジョイできる．これらの活動は充実している．
⑨高齢者の支援のために地域に必要な社会資源について
（Ｄ）・近隣の支援，それをするためのボランティアが必要．しかし，守秘義務をきちんと守ることが大切．・障害者支援のＮＰＯは
できているが，高齢者のＮＰＯはまだない．・配食サービス，徘徊のための緊急通報システム，お元気コールサービス，高齢者ふれ
あい給食などあるので，他市の民生委員から「B市はよくやっている」と言われた．（Ｅ）・サロンのような所に器具を置いて，井
戸端会議のついでにトレーニングして帰るような場所がいい．・地域には公会堂があり時々サロンを開いている．子どもの教室やパ
ソコン教室などいろんな事に公会堂を使用しているので，高齢者専用の場所を確保するのは難しいと思う．
⑩自宅で自立的な生活を続けていくために高齢者が一番求めていること
（Ｄ）・地域で暮らし続けたいということ．認知症になっても地域で住みたいので，小規模多機能型介護事業が大事になってくる．
昨年１ヶ所できたが，これから３～４ヶ所に増設される予定．・妻が亡くなり一人暮らしになった高齢者が，地域包括支援センター
が入って介護認定を受けて，２時間くらいかけて食事の作り方を教えてもらっている．作ってもらうだけでないのがすごくよい支
援だと思う．（Ｅ）・地域でずっと暮らしたいのが本音だと思う．近くに家族がいる場合，ある程度サポートは必要だと思う．１日
１回でも食事を持って行くとか，安否確認という意味でもその役割は大きい．

